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カンボディアの水田ネズミの防除に関する研究

閃
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熱帯農業研究七ンクー＊

林業試験場東北支場＊＊

駐在場所： Centre Technique Agricola, 

Battambang, Cambodge 

駐在期間： 1967年12月~1970年 5月（関）

1969年3月~5月， 1970年3月~5月（槌口）

東南アジアにおいて，稲をはじめ，甘庶，ヤシ，バ

イナノブルなどほとんど全ての作物がネズミの害をう

げており，農業上の一つの問題になっているc

この報告では Cambodgeの水田ネズミの駆除の研究

において，これまでの成果の概略とその問題点をのベ

るものである。

ネズミの種類と組成割合

Cambodgeの Battambang地方の水田地帯に産する

:l--、3ぷ不ズミは Bandicotazndzca (オウオニ不スミ），

Rattus rattus group (クマネズミ）， Musmolossinus 

（ハッカネズミ）である。

これら 3種の生息数の割合を電気楊にかかったネズ

ミからしらべてみた。

電気柵は乾季作水田に周辺から侵入してくるネズミ

を防止するために設けられたものである。 1969の電気

柵は畔道に設けられ，電線が -!cm間隔で 1重である

が， 1970は水田の中の器・トに設けられ間隔も 2cmと

し， 2直に改良され効率をよくしてある＾

このような条件の差があるので，捕獲数に差がある

が，各種の捕獲数の割合は種の組成割合を反映してい

ると入られる。その組成割合は第 1表のようであ

る

第 1表 Battambang地方の水田ネズミ

の電気柵による捕獲数
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オウオニネズミとクマネズミの割合は大休 1 対 3~·

4で， クマネズミが多し、ヘハッカネズミぱ1970と1969

こでは，かなり生動がみられ19701まし、ちぢるしく減少

してし tる

稲の被害状況と喫食量

これらのネズミの水田におげる被害状況をみると，

収獲期には穂を食害するが，成育期には某葉を食し，

ふみ倒し，次第にその範囲を拡大する。その被害は 3

割程度はふつうであるが，とくに乾季に，ほとんとの

草本が枯れている中で，青々とした水田があると，そ

こに周辺から侵入をして来るので一そうひどい害を→

げ，皆滅的な被害をうけることが少なくないっ

ネズミの個体数と被害量との関係をみる上で，また

毒餌駆除を考える卜スで，ネズミの 1!:! の稲の喫食贔を

知っておく必要があるっ

オウオニネズミとクマネズミが 1日に食べる稲の某

莱およびモミの喫食量をみると第 2表のようである□
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第 2-2表

クマネズミの 1日の稲の茎葉と

モミの喫食量

喫 食
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(g) (cm) 
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クマネズミはモミと鞘葉をふくんだ苓葉を同時に与 べられるモミが Ihaあたり 71~ 150kgあることは， ilfi

えたときに平均体重90gで， l I::! にモミを8.7 g, 0.3 述のネズミ 1日の食批からみて，仮りに 1日1匹30g

cm径の茎葉を6.3cm食べ，モミのみのときは10.3g の食贔としても，半年に 15~30匹/haの許容能力があ

食べている。オウオニネズミぱ，平均体重385gで， ることになる。このことが，乾季中に，なお多くのネ

o.:-l~0.5cm径の苓葉を 13.2~9. 5 cm, モミを 20.1 ズミが牛存しうる一因とも衿えられるc

g食べ，モミのみのと彦は33.4g食べている。そして

莱よりも茎の方をより好む傾向がみられる。 殺ソ剤駆除

両ネズミを通じていえることは，体重の少ないもの 水田のネズミ防除は水田周辺の畔などのネズミリ,'I'.

ほど， I g体重あたりの喫食械が多くなる傾向があ 息条件を整理することの一言につきるが，実際l・・，な

恥これらの 1I::! の喫食址は毒餌の大きさ，晶合有梢 お殺ソ剤による駆除にによらざるを得ない＾

をきめる上で参号になるつ オニネズミ，クマネズミのように体重の重いネズミ

年間の生息数の変動

水田における年間の生息数の変動を調査した結果で

ぱ，ねずみの生息数は 2~3月から急激に増え 6月ま

で高い水悲を維持する。これは雨季が終り洪水の退去

とともにねずみの生息に好適な環境が与えられ，また

収かく後の稲の洛穂，草の根など食物にも恵まれるこ

とによると考えられる＾、なお， 7月頃から訊水によっ

て，水田地帯の水位が次第に深くなるにつれて，水田

地帯のねずみの生息数は急激に減少するが， この場合

～ふ部は木の上などに巣をつくって住むことが観察され

た。

落穂とネズミの生息

乾季に休耕をしている水田では，ひび告1Jれが生ずる

ほど乾燥し，章本はほとんど見刈らず， I罪にわずかに

芝草のような根のはってし、る他本をみるだけである。

このような状態の中で，ネズミがいかに生存し得るか

不思議である')

この，点につし、て考えられることは， CambodgeJ帝の

米に1悦粒の多い品種が多いことである。

Can加 dge府の稲0ぅ品種と脱粒数の関係を示すと第

3表のようであるr

第3表 カンボデ，ア産0)稲の脱粒モミ数

（田辺進）

稲品柿
収鼠
(kg/ha) 悦粒数

モミ粒数空モミ粒
kgfha 数 kg/ha

Kong :-1255 (し161:Lm' 150. :-; 20」，6
Khsach :o5L 9kg1 hn 

Kong 
目50 (;)33im' 71. 3 ↓ 6.0 

Kbsach 117.3kg/1m 

Neang 3200 (1056, m2 77. 7 207.-1 
Khlang 28'.i. 1kg /ha 

これによると約 1割以上のモミが落ち，水田に残さ

れてし、ることになるへ品種によ)-cことなるが，，食

は多量の致死量を必要とし，前述の 1日のモミの喫食

贔からみて，毒餌に多景の毒をふくまさなげればなら

ない。殺ソ剤の大部分は嫌忌性を有するので，高濃度

の毒含有毒餌では嫌忌性をおこさせ、十分に摂販しな

い恐れがある。このように嫌忌をおこさせないで必要

な致死量を摂取せしめるように，嗜好性のよい板材を

用い，適当な含有燒をぎめな：ナればならない，、

毒餌基材試験

嗜好のよい毒餌旭材を見出すために, Cambodgeで

入手容易なものを対象とし，嗜好試験を行なった。

スイカの種子， トウモロコシ， ビーナッ＂モミ， ・「

魚について，嗜好順位をみるために．同時選択試験を

行なった。紙面の都合上， クマネズミの嗜好を主にの

べてし、＜っ

トウモロコシ， スイカ種子とモミ米J)嗜好について

は第 4表，干魚， ピーナツとモミ米の嗜好につし、ては

第 5表にそれぞれ示されるへ

第 4表 クマネズミのモミ，スイカ種「', ト

ウモロコシに対する同時選択嗜好
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第5表 クマネズミのモミ，干魚．

に対する同時選択嗜好
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クマネズミのモミと小麦に対する

同時選択喘好
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第8表
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Cambodge では小麦は産しないが，小及も,)➔~材とし

て用途が広いので，国産の小麦とモミとの選択喝好試

験を行なってみると，その結果は第 6表のよりに，モ

ミと同様によい喫食をホしているc

これらの穀粒は，水溶性殺ソ剤による浸泊毒餌を作

るのに都合がよい。しかし不溶性殺ソ剤は穀粒に塗布

しなければならず，技術上に問題があるので，穀粉に

混入し，ラスク状に作る方法が容易である。このため

に，各稀穀粉を棺材としたラスクの嗜好をみる必要が

ある。

モミと小麦粉ラスクとの選択による喫食状態は第 7

表に示されるように，小麦粉ラスクはあまりよく食べ

られない。その結果は第 8表に示される。
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ラスクの嗜好のよいものにするために，穀粒で嗜好

いよい米粉を混入し，また，ラスクの元軟性，防湿性

をもたせるためのラ・ード，嫌忘性のある殺ソ剤を相殺

するための黒糖などを混入した場合に，ラスクの嗜好

かどの禾！鷹改善されるか，要囚分析法によって嗜好を

しらべた。

米粉と小友粉の主基材だけのラスクよりも添加物そ

れぞれ箪独に加え左ラスクの方が喫食がよく，黒糖，

ラードをともに加えたラスクの喫食がもっともよし、C

毒餌効果試験

ネズミの 1日の喫食鼠，あるいは 1回の喫食贔を考

慮して，嗜好のよい基材に適当な毒斌を混入し，致死

効果をあげるように，毒餌効果試験を行なり必要があ

る。

喫食0)よし、モミに，水溶性の殺ソ剤 CH,FCoo Na 

(1080)の各稲濃度をつくり，没泊した毒餌の喫食鼠

と致死効果をみると第 9表のようである。
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第11表

体重 性
(g) 

クマネズミの 1080ラスク状毒餌の摂坂昂と致死効果
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前述の無毒のモミにくらべ，明らかに喫食椛の低下

がみられ，また致死効果もあがっていない。

この原因としては，モミに浸透した1080の大部分が

モミ殻にあるためと考えられる。このため，モミより

喫食のわるい玄米を基材とした毒餌での結果をみると

第10表のようである。

摂坂贔はモミのときより少なくても，摂版毒届は多

くなるので致死効果があがっている＿、

つぎに，前述の嗜好のよい旭材を用いてラスク状に

した1080毒餌の各種濃疫の喫食絨をみると第11表のよ

うであるっ

毒剤の含有濃度が高くなるにともなし、，喫食姐：は低

体
5

個
N

第12表

讐^
1 128 

2 65 
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7 112 
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8
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8

8

0
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8

8

0

 

クマネズミの ThSO.ラスク状毒餌の摂取械と致死効果

濃度 毒餌摂取数 毒餌摂取贔 死亡時間
（クク） (g) (hs) 
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第13表 クマネズミの Zn3P2小麦粉クスリ状毒餌の摂取絨と致死効果
-- ---- -- ----------- - -- ------- -―------―- - -- --

体重 毒含有濃笈 摂取毒餌駐 摂取毒散 死亡時間 体重 lkgあたり見）
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ド「るが濃疫が高いために根取毒械は多くなり致死効 るようにしなければならず，クマネズミ，オニネズミ

果があがってし、る。 リ）ように大型のネズミ用の嗚餌には多屈の毒鼠を入

水溶性の殺ソ剤 TbSO,0)ラスク状毒餌を1080と同 れねばならず＾つの難点となる。この毒餌の間題が解

様なJ閾材で各種濃度別につくり，その喫食贔と致死効 決されないかぎり， 1カ所で多量に供かするように，

果をみると第12表のよりである。 毒餌供与料を用いた餌場方法をとらざるを得ない ま

TbSO, ぱ 1080にくらべ毒性は弱いので，喫食粒数 た，熱帝地方のスコールがあることを考えると，水に

が多いにもかかわらず，摂取毒鼠は致死駄に辻せず、 対し保存性をよくするためにもこの方法はのぞまし

致死効果がf.がっていない。その濃度を5.61?-o以上に い。また，この方法は人畜による誤食も防げ，かつ管

あげる必要があるが，喫食益の低下をきたし逆に致死 罪上にも便利な点があり， 1080のように 2次被害をお

効果0)低ドをまねきそうである。 こす恐れのある殺ソ剤毒餌の使用にも都合がよい。

不溶性殺ソ剤 Zn,P2の小麦粉のみのラスク毒餌の効 沖縄の甘庶畑で，遅効件殺ソ剤 Warfarinに毒餌供

果をみると，第13表0)ようであるC・ ゲ器を用い効果を上げている、点を考えると， Warfarin

晶餌の喫食量は少ないが濃疫が高い，J)で致死効果を を毎日連続微贔づつ食べさせなければならぬが，それ

もげている，しかし，体菫の重し、オウオニネズミの結 にともなう雨に対する保存と施与管哩の点を供炉器を

果は第14表のようになり喫食が多し、にもかかわらず致 用いることにより解決している0

死効果をあげるにし、fこってし、なし、^ その毎日の毒最は微鼠のため嫌忌性をおこさせす，

大刑のネズミにも致死効果をおさめていかまに餌

薬剤駆除の問題点、 場によって，波状的に）月辺から侵入してくるネズミを

咽内試験でクマ不ズミの致死効果についてみてきた 連続駆除できることなどが，駆除の成功の原因と考え

か， クマネスミの体重はオニネズミにくらべ軽く，致 られるC このような例からも加餌による駆除には施与

死最も少ばし］）で1080はもとより， Zn3P2でも致タビ効 方法も考慮した1—：で．それに即した1昇餌の I:夫がのぞ

果をあけてし、る しかし，大団のオニネズミのように ましし、C

孜夕じ量を多恥こ要する Z叫）2ではラスク状ili餌でも効

果ぱ危ぶまれる Zn,P, を小友粒の表面に命布した占 生態的防除法および天敵

測でぱ，ー／サ濃度が高し、ためか，喫食址1ま低下し致死効 生態的な防除法どしてば，水田O)llll:111'!', 農直の泊J;,11・

呆をあげてし立I,い をよくし，生息環境を破壊することによりねずみ刀侵

'k際に野外て毒餌をりえるときに，もど＇とも便利な 人をかなり防げることがわかった、ヘ

圧去ぱバラま：方法であるが，ネズミにまとまって出 犬敵としては，鳥類では，ワ乞クカなとの猛怠類

叫を多恥こ担販させることがむづかしし、C したが、ぅ ！爬虫類では各種のヘビが多く U)ねずみを捕食してし、る

：、バラ手ぎ毒餌でぱ'1粒リ）占餌；こ致死駐をふくませ ハが認められた、

タイ国稲作のネズミ駆除
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クイ国ハネズミこ関する研究ぱ，、:<、蚊五にパ

閲始されにもハで，これまで乃研究は FAO,1_1 Rodent 
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